
（様式例収第２号の１）

平成 年産 収穫共済 半相殺減収総合方式・樹園地減収総合方式（樹種名 ）連合会抜取調査野帳（着果数調査・樹体別）

共済事故等による種別 方式 野帳枚数 枚のうち 枚

評価 組合 階層 共済 組合員 現地調査 年 月 日 評価

区域名 等名 区分名 番号 等氏名 年月日! 者印

引 受 状 況 被 害 状 況 植 着果 現地調査の方式

樹園 類 細 品 樹 引 引 災害 災 害 損害通知（定期） 組合等現地評価の結果 日数差 栽 樹体 階層区分をした場合

地の 区 区 受 受 の 発 生 申 告 被害 収穫開始 見 込 分 割 分割 "－! 本 数 Ａ Ｂ Ｃ

地名 分 分 種 齢 面 本 種類 年月日 収穫量 割合 予 定 収穫量 減収量 事由 数 ① 階 階 階 検 見 実 測

地番 積 数 年月日" 層 層 層

類 群 年 ａ 本 年月日 ㎏ ％ 年月日 ㎏ ㎏ 日 本 本 本 本 本 調査 調査

調査階層区分（Ａ・Ｂ・Ｃの別）

階層区分別の調査標本数（ｎ）

調 査 標 本 番 号

主枝別の着 第 １ 主 枝 本（群）

果枝（群）

数 第 ｎ 主 枝

合 計 ②

第１主枝 粒

主枝別の調

査標本(着 第ｎ主枝

果枝・着果 合 計

群等)の着 平 均 ③

果数 調査標本の着果数

④＝②×③

秤 量 調 査 の 場 合 尺 度 適 用 調 査 の 場 合

階層区分 階層区分をした場合 標本果実番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 n 計 平 均 日数差 修正平

をしない Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 ㎜ ⑩粒 果実重 に応じ 均果実

場合 横径 Ａ た果実 重

果 調査果実数⑤ 粒 Ｂ 重肥大

実 Ｃ 推定指

重 総 重 量 ⑥ ｇ ㎜ 数

の 縦径 Ａ ⑫＝ ⑭＝

調 ⑥ ｇ Ｂ ⑪／⑩ ⑬ ⑫×⑬
平均果実重⑦＝

査 ⑤ Ｃ

日数差に応じた果実 g ⑪ｇ ｇ ｇ

重肥大推定指数 ⑧ 果実 Ａ

修正平均果実重 ｇ 重 Ｂ

⑨＝⑦×⑧ Ｃ

階層区分を 階層区分をした場合 階層区分を 階層区分をした場合 分割評価

しない場合 Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 しない場合 Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 分割減収量 分割事由

着 果 数 ⑮ 粒 調査標本平均着果数 粒 ㎏

歩 ⑮の 果実数⑯ 粒 23＝Σ④／ｎ×22

合 うち うち調整果実数⑰ 粒 調査標本平均果実数 粒

調 果実数歩合 ％ 24＝23×⑱

査 ⑱＝⑯／⑮×100 うち調査標本平均調整果 粒

うち調整果実数歩合 ％ 実数 25＝23×⑲

⑲＝⑰／⑮×100 調査標本平均見込収穫果実 粒

実測調 実測着果数⑳ 粒 数 26＝24－25＋25×調整

査の調 検見着果数21 粒 係数（ ）

査標本 実測修正率 ％ 見込収穫量 27＝Σ｛26× ㎏

22＝⑳／21×100 ①×（⑨又は⑭）｝

（Ａ４判 縦）
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（注意）

１ この野帳は、連合会抜取調査（様式例収第２号の２、同号の３又は同号の４を使用して調査が行われる場合を除く。）

を着果数調査の方法により樹体別に行う場合に使用すること。

２ 評価者は、調査に先立つて組合等の「損害評価野帳」（損害評価要綱様式例収第１号の１又は第５号の１）から必

要事項を転記すること。

３ 「着果樹体数」欄は、現地調査において確認した実際に着果している樹体の数を記入すること。

４ 「現地調査の方式」の「検見」欄は、例えば着果中枝調査又は着果主枝調査等と記入すること。

５ 調査標本のうち実測調査の対象となる調査標本については、「調査標本番号」欄の番号に○印を付すること。

なお、第２章第２節第３の２の（３）の果実数歩合調査及び調整果実数歩合調査の調査対象の標本については◎印

を付すること。実測調査の結果については該当欄に（ ）書、歩合調査の結果については該当欄に(( ))書で記入する

こと。

６ 「果実重の調査」の「秤量調査の場合」欄は果実重の調査を秤量の方法により行つた場合の結果を、「尺度適用調

査の場合」欄は果実重の調査を果実重推定尺度を適用して行つた場合の結果を記入すること。

７ 「日数差に応じた果実重肥大推定指数」欄は、「日数差」欄の日数を別表６「果実重肥大推定指数による平均果実

重の修正方法」により算定した指数に適用して得た指数を記入すること。

８ 着果数、果実数、調整果実数、見込収穫果実数、果実重及び見込収穫量は、小数点以下第１位を四捨五入して整数

位まで記入すること。歩合及び修正率は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。



（様式例収第２号の２）

平成 年産 収穫共済 半相殺減収総合方式・樹園地減収総合方式（ぶどう）連合会抜取調査野帳（着果数調査・区画別）

共済事故等による種別 方式 野帳枚数 枚のうち 枚

評価 組合 階層 共済 組合員 現地調査 年 月 日 評価

区域名 等名 区分名 番号 等氏名 年月日! 者印

引 受 状 況 被 害 状 況

樹園地の 類 細 品 種 樹齢 引受 引受 災害の種類 災害発生 損害通知（定期） 組合等現地評価の結果 日数差

地名地番 区 区 面積 本数 年月日 申 告 被害 収穫開始予 見 込 分 割 分割事由 "－!

分 分 収穫量 割合 定年月日" 収穫量 減収量

類 群 年 ａ 本 年月日 ㎏ ％ 年月日 ㎏ ㎏ 日

現地調査実 棚区画で行う場 樹園地区画数① メートル法の樹園地区画数 調 査 階 層 別 区 画 数

測着果面積 合 区画 （②／４㎡） Ａ 階 層 Ｂ 階 層 Ｃ 階 層

（区画） メートル法の面 面 積 ② 樹園地区画数 ① 区画 区画 区画

積で行う場合 ㎡ 区画

調査階層区分（Ａ・Ｂ・Ｃの別）

階層区分別の調査標本数（ｎ）

調 査 標 本 番 号

検見調査果房数③ 房

実測調査 Ｌ 級 ④ 房

（ＬＭＳ Ｍ 級 ⑤ 房

級別）着 Ｓ 級 ⑥ 房

果数 合 計 ⑦ 房

階層区分をしない場合 階 層 区 分 を し た 場 合

Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層

Ｌ Ｍ Ｓ Ｌ Ｍ Ｓ Ｌ Ｍ Ｓ Ｌ Ｍ Ｓ

調 査 果 房 数 ⑧ 房 房 房

果実重 総 重 量 ⑨ ｇ ｇ ｇ

の調査 平均果房重⑩＝⑨／⑧ ｇ ｇ ｇ

日数差に応じた果実重肥大推定指数⑪

修正平均果房重⑫＝⑩／⑪ ｇ ｇ ｇ

着 果 数 ⑬ 房

歩 合 ⑬の 果 房 数 ⑭ 房

調 査 うち うち調整果房数⑮ 房

果房数歩合⑯＝⑭／⑬×100 ％

うち調整果房数歩合⑰＝⑮／⑬×100 ％

実測調査の 実測着果数 ⑱ 房

調査標本 検見着果数 ⑲ 房

実測修正率⑳＝⑱／⑲×100 ％

着果数配分率21= Σ④、⑤又は⑥ ×100 ％

⑱

調査標本平均果房数22＝Σ③／ｎ×⑳×21×⑯ 房

うち調査標本平均調整果房数 房

23＝Σ③／ｎ×⑳×21×⑰

調査標本平均見込収穫果房数 房

24＝22－23＋23×調整係数（ ）

見込収穫量25＝Σ（24×①×⑫） 分 割 減 収 量 分 割 事 由

㎏ ㎏

（Ａ４判 縦）



（注意）

１ この野帳は、ぶどうの連合会抜取調査を着果数調査の方法により区画別に行う場合に使用すること。

２ 評価者は、調査に先立つて組合等の「損害評価野帳」（損害評価要綱様式例収第１号の１又は第５号の１）から必

要事項を転記すること。

３ 「現地調査実測着果面積（区画）」欄は、現地調査において確認した面積（区画）を記入すること。

４ 調査標本のうち実測調査の対象となる調査標本については、「調査標本番号」欄の番号に○印を付すること。

なお、第２章第２節第３の２の（３）の果実数歩合調査及び調整果実数歩合調査の調査対象の標本については◎印

を付すること。歩合調査の結果については、該当欄に果実数は（ ）書、調整果実数は(( ))書で記入すること。

５ 「果実重の調査」の欄は、果実重の調査を秤量の方法により行つた場合の結果を記入すること。

なお、果実重の調査を果実重推定尺度を適用して行う場合は、別用紙により行い、その結果を「平均果房重」欄に

記入すること。

６ 「日数差に応じた果実重肥大推定指数」欄は、「日数差」欄の日数を別表６「果実重肥大推定指数による平均果実

重の修正方法」により算定した指数に適用して得た指数を記入すること。

７ 果房数、調整果房数、見込収穫果房数、果房重及び見込収穫量は、小数点以下第１位を四捨五入して整数位まで記

入すること。歩合、修正率及び配分率は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。



（様式例収第２号の３）

平成 年産 収穫共済 半相殺減収総合方式・樹園地減収総合方式（なし）連合会抜取調査野帳（着果数調査・樹体４分の１別）

共済事故等による種別 方式 野帳枚数 枚のうち 枚

評価 組合 階層 共済 組合員 現地調査 年 月 日 評価

区域名 等名 区分名 番号 等氏名 年月日! 者印

引 受 状 況 被 害 状 況

樹園地の 類 細 品 種 樹齢 引受 引受 災害の種類 災害発生 損害通知（定期） 組合等現地評価の結果 日数差

地名地番 区 区 面積 本数 年月日 申 告 被害 収穫開始予 見 込 分 割 分割事由 "－!

分 分 収穫量 割合 定年月日" 収穫量 減収量

類 群 年 ａ 本 年月日 ㎏ ％ 年月日 ㎏ ㎏ 日

本 着果樹体数 検 見

植栽本数 ① 階層区分をした場合 現地調査の方式 調 査

Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 実 測

本 本 本 本 樹 体 ４ 分 の １ 調 査

調査階層区分（Ａ・Ｂ・Ｃの別）

階層区分別の調査標本数（ｎ）

調 査 標 本 番 号

主枝別の着 第 １ 主 枝 本（群）

果枝（群）

数 第 ｎ 主 枝

検 合 計 ②

見 第１主枝 粒

調 主枝別の調

査 査標本(着 第ｎ主枝

果枝・着果 合 計

群等)の着 平 均 ③

果数 調査標本の着果数 粒

④＝②×③

実測 樹体４分の１の着果数⑤ 粒

調査 調査標本の着果数⑥＝４×⑤×② 粒

秤 量 調 査 の 場 合 尺 度 適 用 調 査 の 場 合

階層区分 階層区分をした場合 標本果実番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 n 計 平 均 日数差 修正平

をしない Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 ㎜ ⑫粒 果実重 に応じ 均果実

場合 横径 Ａ た果実 重

果 調査果実数⑦ 粒 Ｂ 重肥大

実 Ｃ 推定指

重 総 重 量 ⑧ ｇ ㎜ 数

の 縦径 Ａ ⑭＝ ⑯＝

調 ⑧ ｇ Ｂ ⑬／⑫ ⑮ ⑭×⑮
平均果実重⑨＝

査 ⑦ Ｃ

日数差に応じた果実 g ⑬ｇ ｇ ｇ

重肥大推定指数 ⑩ 果実 Ａ

修正平均果実重 ｇ 重 Ｂ

⑪＝⑨×⑩ Ｃ

階層区分を 階層区分をした場合 階層区分を 階層区分をした場合 分割評価

しない場合 Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 しない場合 Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 分割減収量 分割事由

着 果 数 ⑰ 粒 調査標本平均着果数 粒 ㎏

歩 ⑰の 果実数⑱ 粒 25＝Σ④／ｎ×24

合 うち うち調整果実数⑲ 粒 調査標本平均果実数 粒

調 果実数歩合 ％ 26＝25×⑳

査 ⑳＝⑱／⑰×100 うち調査標本平均調整果 粒

うち調整果実数歩合 ％ 実数 27＝25×21

21＝⑲／⑰×100 調査標本平均見込収穫果実 粒

実測調 実測着果数22 粒 数 28＝26－27＋27×調整

査の調 検見着果数23 粒 係数（ ）

査標本 実測修正率 ％ 見込収穫量 29＝Σ｛28× ㎏

24＝22／23×100 ①×（⑪又は⑯）｝

（Ａ４判 縦）
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（注意）

１ この野帳は、なしの連合会抜取調査の着果数調査に係る実測調査を調査標本４分の１調査により行う場合に使用す

ること。

２ 評価者は、調査に先立つて組合等の「損害評価野帳」（損害評価要綱様式例収第１号の１又は第５号の１）から必

要事項を転記すること。

３ 「着果樹体数」欄は、現地調査において確認した実際に着果している樹体の数を記入すること。

４ 「現地調査の方式」の「検見」欄は、例えば着果中枝調査又は着果主枝調査等と記入すること。

５ 調査標本のうち実測調査の対象となる調査標本については、「調査標本番号」欄の番号に○印を付すること。

なお、第２章第２節第３の２の（３）の果実数歩合調査及び調整果実数歩合調査の調査対象の標本については◎印

を付すること。歩合調査の結果については、該当欄に果実数は（ ）書、調整果実数は(( ))書で記入すること。

６ 「果実重の調査」の「秤量調査の場合」欄は果実重の調査を秤量の方法により行つた場合の結果を、「尺度適用調

査の場合」欄は果実重の調査を果実重推定尺度を適用して行つた場合の結果を記入すること。

７ 「日数差に応じた果実重肥大推定指数」欄は、「日数差」欄の日数を別表６「果実重肥大推定指数による平均果実

重の修正方法」により算定した指数に適用して得た指数を記入すること。

８ 着果数、果実数、調整果実数、見込収穫果実数、果実重及び見込収穫量は、小数点以下第１位を四捨五入して整数

位まで記入すること。歩合及び修正率は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。



（様式例収第２号の４）

平成 年産 収穫共済 半相殺減収総合方式・樹園地減収総合方式（キウイフルーツ）連合会抜取調査野帳（着果数調査・区画別）

共済事故等による種別 方式 野帳枚数 枚のうち 枚

評価 組合 階層 共済 組合員 現地調査 年 月 日 評価

区域名 等名 区分名 番号 等氏名 年月日! 者印

引 受 状 況 被 害 状 況

樹園地の 類 細 品 種 樹齢 引受 引受 災害の種類 災害発生 損害通知（定期） 組合等現地評価の結果 日数差

地名地番 区 区 面積 本数 年月日 申 告 被害 収穫開始予 見 込 分 割 分割事由 "－!

分 分 収穫量 割合 定年月日" 収穫量 減収量

類 群 年 ａ 本 年月日 ㎏ ％ 年月日 ㎏ ㎏ 日

現地調査実 棚区画で行う場 樹園地区画数① メートル法の樹園地区画数 調 査 階 層 別 区 画 数

測着果面積 合 区画 （②÷４㎡） Ａ 階 層 Ｂ 階 層 Ｃ 階 層

（区画） メートル法の面 面 積 ② 樹園地区画数 ① 区画 区画 区画

積で行う場合 ㎡ 区画

調査階層区分（Ａ・Ｂ・Ｃの別）

階層区分別の調査標本数（ｎ）

調 査 標 本 番 号

検見調査着果数③ 粒

実測調査着果数④ 粒

秤 量 調 査 の 場 合 尺 度 適 用 調 査 の 場 合

階層区分 階層区分をした場合 標本果実番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 n 計 平 均 日数差 修正平

をしない Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 ㎜ ⑩粒 果実重 に応じ 均果実

場合 横径 Ａ た果実 重

果 調査果実数⑤ 粒 Ｂ 重肥大

実 Ｃ 推定指

重 総 重 量 ⑥ ｇ ㎜ 数

の 縦径 Ａ ⑫＝ ⑭＝

調 ⑥ ｇ Ｂ ⑪／⑩ ⑬ ⑫×⑬
平均果実重⑦＝

査 ⑤ Ｃ

日数差に応じた果実 g ⑪ｇ ｇ ｇ

重肥大推定指数 ⑧ 果実 Ａ

修正平均果実重 ｇ 重 Ｂ

⑨＝⑦×⑧ Ｃ

階層区分を 階層区分をした場合 階層区分を 階層区分をした場合

しない場合 Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 しない場合 Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層

着 果 数 ⑮ 粒 調査標本平均着果数23＝Σ④／ｎ×22 粒

歩 ⑮の 果実数⑯ 粒 調査標本平均果実数24＝23×⑱ 粒

合 うち うち調整果実数⑰ 粒 うち調査標本平均調整果実数 25＝23×⑲ 粒

調 果実数歩合 ％ 調査標本平均見込収穫果実数 粒

査 ⑱＝⑯／⑮×100 26＝24－25＋25×調整係数（ ）

うち調整果実数歩合 ％ 見込収穫量27＝Σ｛26×①×（⑨又は⑭）｝ ㎏

⑲＝⑰／⑮×100 分 分割減収量 ㎏

実測調 実測着果数⑳ 粒 割

査の調 検見着果数21 粒 評 分割事由

査標本 実測修正率 ％ 価

22＝⑳／21×100

（Ａ４判 縦）

階
層
区
分

階
層
区
分

階
層
区
分



（注意）

１ この野帳は、キウイフルーツの連合会抜取調査を着果数調査の方法により区画別に行う場合に使用すること。

２ 評価者は、調査に先立つて組合等の「損害評価野帳」（損害評価要綱様式例収第１号の１又は第５号の１）から必

要事項を転記すること。

３ 「現地調査実測着果面積（区画）」欄は、現地調査において確認した面積（区画）を記入すること。

４ 調査標本のうち実測調査の対象となる調査標本については、「調査標本番号」欄の番号に○印を付すること。

なお、第２章第２節第３の２の（３）の果実数歩合調査及び調整果実数歩合調査の調査対象の標本については◎印

を付すること。歩合調査の結果については、該当欄に果実数は（ ）書、調整果実数は〔 〕書で記入すること。

５ 「果実重の調査」の「秤量調査の場合」欄は果実重の調査を秤量の方法により行つた場合の結果を、「尺度適用調

査の場合」欄は果実重の調査を果実重推定尺度を適用して行つた場合の結果を記入すること。

６ 「日数差に応じた果実重肥大推定指数」欄は、「日数差」欄の日数を別表６「果実重肥大推定指数による平均果実

重の修正方法」により算定した指数に適用して得た指数を記入すること。

７ 着果数、果実数、調整果実数、見込収穫果実数、果実重及び見込収穫量は、小数点以下第１位を四捨五入して整数

位まで記入すること。歩合及び修正率は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。



（様式例収第３号の１）

平成 年産 収穫共済 半相殺減収総合方式・樹園地減収総合方式（樹種名 ）連合会抜取調査野帳取りまとめ表・報告書（その１）
枚のうち 枚

県（都道府）農業共済組合連合会

共済事故等 方式 類区分 類 評 価 組合等名 階層区分名 組合等当初評価高の ａ

による種別 地区名 面積又は樹園地数 (園地)

組合等 組合員等 抜取調査対 基準収穫量 組合等当初評価高 連合会抜取調査の結果

の評価 氏名 象樹園地の 引受面積 見込収穫量 分割減収量 実収穫量 減収量 見込収穫量 分割減収量 実収穫量 減収量

地区名 地名地番 ① ② ③ ④＝②＋③ ①－④ ⑤ ⑥ ⑦＝⑤＋⑥ ①－⑦

ａ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

合 計 Σ① Σ② Σ④ Σ⑤ Σ⑦

組合等当初評価高 連合会抜取調査の結果 見込収穫量 見回り調査により調整する場合 決定見込収穫量

総減収量 平均減収率 総減収量 平均減収率 修正率 組合等の、半相殺方式にあつては３割、樹園地 調整率 修 正 率

⑧＝Σ① ⑨＝⑧/Σ① ⑩＝Σ① ⑪＝⑩/Σ① ⑫＝Σ⑤/Σ 単位方式にあつては４割を超える損害があつた

－Σ④ ×100 －Σ⑦ ×100 ②×100 全組合員等の被害樹園地の引受面積合計 ⑬ ⑭＝⑫×⑬

㎏ ％ ㎏ ％ ％ ａ ％ ％

３部（控、都道府県、農林水産省） （Ａ４判 横）

（注意）

１ この報告書は、「連合会当初評価高報告書」（損害評価要綱様式収第14号の１又は同号の５）に添付し、農林水産省に提出すること。

２ この表は、「連合会抜取調査野帳」（様式例収第１号の１、同号の２、同号の３、同号の４、同号の５、第２号の１、同号の２、同号の３又は同号の４）か

ら共済事故等による種別ごと、類区分ごと及び抜取調査対象樹園地ごとに取りまとめて記入すること。

３ 「組合等当初評価高の面積又は樹園地数」欄は、半相殺方式にあっては組合等当初評価高による３割超過の、樹園地単位方式にあっては組合等当初評価高に

よる４割超過の被害面積又はその樹園地数を記入すること。この場合、収穫皆無樹園地を除くこと。

４ 「引受面積」欄、「基準収穫量」欄及び「組合等当初評価高」欄は、組合等から提出された資料から転記し、算定すること。

５ 減収率、修正率及び調整率は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。



（様式例収第３号の２）

平成 年産 収穫共済 半相殺減収総合方式・樹園地減収総合方式（樹種名 ）

連合会抜取調査野帳取りまとめ表・報告書（その２）

枚のうち 枚

県（都道府）農業共済組合連合会

共済事故等 方式 類区 類 評 価 組合

による種別 分 区域名 等名

階層区分名 階層区分別の組合等当初評価 修 正 率 左の加重値

高の面積又は樹園地数 ① ② ③＝①×②

ａ(園地) ％

合 計 Σ① ④＝Σ③/Σ①×100 Σ③

３部（控、都道府県、農林水産省） （Ａ４判 縦）

（注意）

１ この報告書は、「連合会当初評価高報告書」（損害評価要綱様式収第14号の１又

は同号の５）に添付し、農林水産省に提出すること。

２ 「半相殺減収総合方式・樹園地減収総合方式連合会抜取調査野帳取りまとめ表・

報告書（その１）」（様式例収第３号の１）から必要事項を階層区分別に転記して

組合等の修正率を計算すること。

３ 「左の加重値」欄及び「④」欄は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下

第１位まで記入すること。

４ 損害評価要綱第３章第３節第１の１の（１）のイの（ア）の"のただし書により

階層別の区分を行わない組合等については、本表を作成する必要はない。



（様式例収第４号の１）

平成 年産 収穫共済 半相殺特定危険方式・樹園地特定危険方式（樹種名 ）連合会抜取調査野帳（損傷歩合調査）

共済事故等による種別 方式 野帳枚数 枚のうち 枚

評価 組合 階層 共済 組合員

区域名 等名 区分名 番号 等氏名

引 受 状 況

類区分 樹園地の地名地番 細区分 品 種 樹齢 引受面積 引受本数

類 群 年 ａ 本

被 害 状 況

事故発生通知 組合等現地評価の結果

災害の種類 災害発生年月日 災害発生回数 減収歩合 減収歩合 分割減収量 分割事由

年 月 日 回 ％ ％ ㎏

本 着果樹体数

植栽本数 階層区分をした場合 評 価 年 月 日 評価

Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 年月日 者印

本 本 本 本

調査階層区分(Ａ・Ｂ・Ｃの別) 調査標本番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 … ｎ 合計 平均 減収歩合

階層 調査部位 ％

花そう等総数①

うち損傷数②

損傷歩合③＝②／①×100 %

調査部位 合計 平均 減収歩合

花そう等総数① ％

うち損傷数②

損傷歩合③＝②／①×100 %

調査部位 合計 平均 減収歩合

花そう等総数① ％

うち損傷数②

損傷歩合③＝②／①×100 %

分割減収歩合 ％(㎏) 分割事由 平均減収歩合 ％

(分割減収量) （加重値）

（Ａ４判 縦）

（注意）

１ この野帳は、発芽（開花）期から摘果終了時前までに発生したすべての災害について行う損傷歩合調査に使用すること。

２ 評価者は、調査に先立つて組合等の「損害評価野帳」（損害評価要綱様式例収第１号の２又は同号の２の（１））から必要事項を転

記すること。

３ 「着果樹体数」欄は、現地調査において確認した実際に着果している樹体の数を記入すること。

４ 「花そう等総数」欄は、調査部位の全花（果）そう数又は全花（果・房）数を記入するものとする。なお、落花（果）そう又は落

花（果・房）があるときは、当該落花（果）そう又は落花（果・房）を含めること。「うち損傷数」欄は、枯死又は落花（果）（花

（果）そうの場合は花（果）そう内の全花（果）が枯死又は落花（果））した数を記入すること。

５ 「減収歩合」欄は、「損傷歩合の平均」を別表７の減収推定尺度に適用して記入すること。

６ 「平均減収歩合（加重値）」欄は、各階層ごとの着果樹体数を重みとし、各階層ごとの減収歩合を加重平均して得た数値を記入す

ること。

７ 損傷歩合は、小数点以下第１位を四捨五入して整数位まで記入すること。



（様式例収第４号の２）

平成 年産 収穫共済 半相殺特定危険方式・樹園地特定危険方式（樹種名 ）連合会抜取調査野帳（落果数調査）

共済事故等による種別 方式 野帳枚数 枚のうち 枚

評価 組合 階層 共済 組合員

区域名 等名 区分名 番号 等氏名

引 受 状 況

類区分 樹園地の地名地番 細区分 品 種 樹齢 引受面積 引受本数

類 群 年 ａ 本

被 害 状 況

事故発生通知 組合等現地評価の結果

共済事故の種類 共済事故発生年月日 共済事故発生回数 見込減収量 見込減収量 分割減収量 分割事由

年 月 日 回 ㎏ ㎏ ㎏

本 着果樹体数

植栽本数 ① 階層区分をした場合 評 価 年 月 日 評価

Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 年月日 者印

本 本 本 本

調査階層区分(Ａ・Ｂ・Ｃの別) 調査標本・集積か所番号 １ ２ ３ ４ ５ … … ｎ 計 平 均

階層 １樹（区画・集積か所） 粒 ② ⑥

の落果数 (③ 粒)

落果被害果実数 粒 ④ ⑦＝④／③×１００ ％

歩合

調査 落果調整果実数 粒 ⑤ ⑧＝⑤／③×１００ ％

総落果数⑨＝⑥×① 落果被害果実数⑩＝⑨×⑦ 落果調整果実数⑪＝⑨×⑧

粒 粒 粒

１樹（区画・集積か所） 粒 ② ⑥

の落果数 (③ 粒)

落果被害果実数 粒 ④ ⑦＝④／③×１００ ％

歩合

調査 落果調整果実数 粒 ⑤ ⑧＝⑤／③×１００ ％

総落果数⑨＝⑥×① 落果被害果実数⑩＝⑨×⑦ 落果調整果実数⑪＝⑨×⑧

粒 粒 粒

１樹（区画・集積か所） 粒 ② ⑥

の落果数 (③ 粒)

落果被害果実数 粒 ④ ⑦＝④／③×１００ ％

歩合

調査 落果調整果実数 粒 ⑤ ⑧＝⑤／③×１００ ％

総落果数⑨＝⑥×① 落果被害果実数⑩＝⑨×⑦ 落果調整果実数⑪＝⑨×⑧

粒 粒 粒

計 総 落 果 数 落果被害果実数 落果調整果実数

Σ⑨ 粒 Σ⑩ 粒 Σ⑪ 粒

分割減収果数（分割減収量） 分 割 事 由

粒(㎏)

（Ａ４判 縦）

（注意）

１ この野帳は、摘果終了時後から収穫期前までに発生した共済事故について行う落果数調査及び落果集積か所別調査に使用すること。

２ 評価者は、調査に先立つて組合等の「損害評価野帳」（損害評価要綱様式例収第１号の２又は同号の２の（２））から必要事項を転

記すること。

３ 「共済事故発生回数」欄は、摘果終了時後からの発生回数を記入すること。

４ 「着果樹体数」欄は、現地調査において確認した実際に着果している樹体の数を記入すること。

５ 「１樹（区画・集積か所）の落果数」の「計」欄の（ ）内は、歩合調査に係る調査標本の落果数を記入すること。

なお、調査標本のうち歩合調査の対象となる調査標本については、「調査標本番号」欄の番号に○印を付すること。

６ 「総落果数」、「落果被害果実数」及び「落果調整果実数」欄は、落果集積か所別調査を行つた場合には、「１樹（区画・集積か所）

の落果数」の「計」欄から転記すること。

７ 果実数は、小数点以下第１位を四捨五入して整数位まで記入すること。歩合は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１

位まで記入すること。



（様式例収第４号の３）

平成 年産 収穫共済 半相殺特定危険方式・樹園地特定危険方式（樹種名 ）連合会抜取調査野帳（着果数調査）

共済事故等による種別 方式 野帳枚数 枚のうち 枚

評価 組合 階層 共済 組合員

区域名 等名 区分名 番号 等氏名

引 受 状 況

類区分 樹園地の地名地番 細区分 品 種 樹齢 引受面積 引受本数

類 群 年 ａ 本

本 着果樹体数

植栽本数 ① 階層区分をした場合 評 価 年 月 日 評価

Ａ階層 Ｂ階層 Ｃ階層 年月日 者印

本 本 本 本

調査階層区分(Ａ・Ｂ・Ｃの別) 調査標本番号 １ ２ ３ ４ ５ … … ｎ 計 平 均

階層 １樹（区画）の着果数 粒 ② ⑥

(③ 粒)

着果被害果実数 粒 ④ ⑦＝④／③×１００ ％

歩合

調査 着果調整果実数 粒 ⑤ ⑧＝⑤／③×１００ ％

総着果数⑨＝⑥×① 着果被害果実数⑩＝⑨×⑦ 着果調整果実数⑪＝⑨×⑧

粒 粒 粒

１樹（区画）の着果数 粒 ② ⑥

(③ 粒)

着果被害果実数 粒 ④ ⑦＝④／③×１００ ％

歩合

調査 着果調整果実数 粒 ⑤ ⑧＝⑤／③×１００ ％

総着果数⑨＝⑥×① 着果被害果実数⑩＝⑨×⑦ 着果調整果実数⑪＝⑨×⑧

粒 粒 粒

１樹（区画）の着果数 粒 ② ⑥

(③ 粒)

着果被害果実数 粒 ④ ⑦＝④／③×１００ ％

歩合

調査 着果調整果実数 粒 ⑤ ⑧＝⑤／③×１００ ％

総着果数⑨＝⑥×① 着果被害果実数⑩＝⑨×⑦ 着果調整果実数⑪＝⑨×⑧

粒 粒 粒

計 総 着 果 数 着果被害果実数 着果調整果実数

Σ⑨ 粒 Σ⑩ 粒 Σ⑪ 粒

分割減収果数（分割減収量） 分 割 事 由 調査標本平均着果数(加重値)

粒(㎏) 粒

（Ａ４判 縦）

（注意）

１ この野帳は、摘果終了時に行う着果数調査及び適正着果数調査並びに収穫期に行う着果数調査に使用すること。

２ 評価者は、調査に先立つて組合等の「損害評価野帳」（損害評価要綱様式例収第１号の２又は５号の２）から必要事項を転記する

こと。

３ 「着果樹体数」欄は、現地調査において確認した実際に着果している樹体の数を記入すること。

４ 「１樹（区画）の着果数」の「計」欄の（ ）内は、歩合調査に係る調査標本の着果数を記入すること。

なお、調査標本のうち歩合調査の対象となる調査標本樹体については、「調査標本番号」欄の番号に○印を付すること。

５ 「歩合調査」欄は、収穫期に行う着果被害果数歩合調査及び着果調整果数歩合調査の結果を記入すること。

６ 「調査標本平均着果数（加重値）」欄は、各階層ごとの着果樹体数を重みとし、各階層ごとの平均着果数を加重平均して得た数値

を記入すること。

７ 果数は、小数点以下第１位を四捨五入して整数位まで記入すること。歩合は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位

まで記入すること。



（様式例収第４号の４）

平成 年産 収穫共済 半相殺特定危険方式・樹園地特定危険方式（樹種名 ）連合会抜取調査野帳取りまとめ表

共済事故等による種別 方式 評価区域名 組合等名 共済番号 組合員等氏名

引 受 状 況 植栽本数 着果樹本数 平均果実重 組合等当初評価高

類区分 樹園地の地名地番 細区分 品 種 樹 齢 引受面積 引受本数 ① 減収量 分割減収量

類 群 年 ａ 本 本 本 ｇ ㎏ ㎏

発 芽 （開 花） ～ 摘 果 終 了 時 以 前 摘 果 終 了 時 後 ～ 収 穫 期

災害発 災害 災害発 摘果終 摘果終了時の標 総減収果 減収果 共済事 共済 共済事 落果数調査 着果数調査

生回数 の種 生年月 減収歩合 実減収歩合 了時の 本樹(区画)平均 実数⑤= 実数 故発生 事故 故発生 総落 落果被 落果調 総着 着果被 着果調

類 日 総着果 適正着 着果数 ②×(③/ ⑥＝ 回数 の種 年月日 果数 害果実 整果実 果数 害果実 整果実

数 ② 果数③ ④ ④-1) ⑤×(c) 類 ⑦ 数 ⑧ 数 ⑨ ⑩ 数 ⑪ 数 ⑫

年月日 a b=a ％ 粒 粒 粒 粒 粒 年月日 粒 粒 粒 粒 粒 粒

第１回 ％ 第１回

c d＝（100－b）×c

第２回 第２回

第ｎ回 第ｎ回

総減収歩合 ％

(Ａ)

計 共済事故による ％ 計

減収歩合（Ｂ）

比 率(C)= ％

(B)/(A)×100

特定共済被害 特定共済調整 消失着果被害果 消失着果調整果 調整係数 消失減収果実数 落果減収果実数⑲ 着果減収果実数 見込減収果実数 見込減収量 分 割

果指数⑬ 果指数⑭ 実数⑮＝⑪×⑬ 実数⑯＝⑫×⑭ ⑰ ⑱＝⑮＋⑯×（１－⑰） ＝Σ⑧＋Σ⑨×（１－⑰） ⑳＝⑪＋⑫×（１－⑰） 21＝⑥＋⑱＋⑲＋⑳ 22＝21×① 減収量

粒 粒 粒 粒 粒 粒 ㎏ ㎏

（Ａ４判 横）

（注意）

１ この取りまとめ表は、「連合会抜取調査野帳」（様式例収第４号の１、同号の２の及び同号の３）から転記し、取りまとめること。

２ 「平均果実重」欄は、「特定危険方式基準収穫量設定経過表」（損害評価要綱様式例収第２号の２）から転記すること。

３ 「総減収果実数」欄の数値がマイナスとなる場合は、０と記入すること。

４ 摘果終了時に着果がまつたくみられなかつた場合の総減収果実数は、損害評価要綱第２章第１の２の（１）の着果数を記入すること。

５ 「特定共済被害果指数」及び「特定共済調整果指数」欄は、付録「特定共済損害評価基準モデル園地設定事業」から算定して得た指数を記入すること。

６ 果実数は、小数点以下第１位を四捨五入して整数位まで記入すること。
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